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米国 生鮮リンゴの貯蔵量は前年比３３％増 

Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２３年１２月１１日 

米国リンゴ協会（ＵＳＡｐｐｌｅ）の１２月１日付けの報告書によると、米国の生鮮リンゴ貯蔵量は１億２,４４０万ブ

ッシェルであった。同協会は、この数字は昨年の同時期に報告された在庫量よりも３３％多く、１２月の５年平

均よりも２０％多いとしている。（同協会の報告書では １ブッシェル＝４２ポンド＝約１９ｋｇ） 

同協会はまた、加工用のリンゴは合計４,８５０万ブッシェルで、昨年の同時期に比べて１９％多いとしている。

これは、同月の過去５年平均を１７％上回っている。 

同報告書によると、ワシントン州はリンゴの貯蔵量で各州をリードしており、２,３３９万９,７７６ブッシェルの生

鮮リンゴが通常の冷蔵倉庫に保管されており、８,１９８万６,８９０ブッシェルの生鮮リンゴがＣＡ貯蔵庫に保管さ

れている。 

同協会の報告によると、ＣＡ貯蔵されている生鮮リンゴの中で、ガラ品種は１,８７５万８,８０７ブッシェルで貯

蔵中のすべての品種をリードし、レッドデリシャスは１,７８５万３,１６７ブッシェルで第２位となっている。通常倉

庫での保管では、ピンクレディー/クリップスピンクが３８９万３,７１０ブッシェルで、すべての品種の中で最も多

く、ハニークリスプが３５８万７６４ブッシェルで第２位である。 

同協会によると、ＣＡ貯蔵中のすべての加工用リンゴの中で、ハニークリスプが７４８万２,７７３ブッシェルで

全体をリードし、ゴールデンデリシャスは３７１万１,７２４ブッシェルで第２位である。通常倉庫内の加工用リンゴ

ではゴールデンデリシャスが１８０万９,４０５ブッシェルで最も多く、「その他の品種」が１８０万３,０８２ブッシェル

で２番目に多い。 

関連リンク: 報告書全文はこちらから閲覧できる。 

執筆者： クリスティーナ・ヘリック 

 

 

（図は報告書から引用しました。） 
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